平成２５年度第１回羽黒地域地区公民館運営審議会記録（概要）
日時：平成２５年６月２０日(木)

午後１時３０分～３時３０分

場所：羽黒庁舎３階集会室
＜出席者＞
　　委　員：　佐藤進委員、小南孝子委員、西脇勝委員、冨樫栄一委員、勝木正人委員
早坂真一委員、鬼島光子委員、片桐さち子委員、庄司和幸委員、後藤和夫委員
早坂能樹委員、原田正美委員
　　地区公民館：手向公民館長、泉公民館長、広瀬公民館長、四小地区公民館長、
手向公民館主事、泉公民館主事、広瀬公民館主事、四小地区公民館主事

事務局：　社会教育課主幹、主任、主事
＜欠席者＞　
　　委　員：　今井真一委員、佐藤芳子委員、兼子耕一委員
＜公開・非公開＞　公開

＜傍聴者＞　　　　なし
１．委嘱状交付
　　　委員及び事務局紹介

２．開　　会　　　主任
３．主幹あいさつ
４．役員選出

　　推薦により委員長に山本興治氏、副委員長に小南孝子氏が選出される。
５．協　議
　委員長：委員長にご指名賜りました。よろしくお願いいたします。それでは協議に入りたいと

思いますので、羽黒公民館より説明をお願いします。
　○平成２５年度各地区公民館事業の計画について

　　　資料に基づき各地区公民館より説明

委員長：各地区公民館で特色ある事業を展開しているようです。平成25年度の公民館事業について質問、意見はありませんか。

　委員：各公民館が特色を活かした事業を行っているようですが、各事業の参加人数等を載せて
　もらうとよりよくわかると思う。
　委員長：6月までは参加数がわかりますが、その後は目標になるわけです。
手公主事：3月に行う第2回目の運審の時に参加数を載せております。
委員：泉地区公民館で以前行っていた「おばけかぼちゃ大会」は栽培して重さを競うものだが、
春に種を配り、中高生ボランティアや婦人会等も協力してとても盛り上がっていた。予算がつ
かなくてやめたようだが、公民館行事としてよい事業だったので、予算をつけて行うことを要
望します。
委員：以前携わっていましたが、「おばけかぼちゃ大会」は泉公民館で始めて地域全体で行う
ことになったもので、予算がつかないというより栽培する人が少なくなってやめたものです。かぼちゃの種も安くはなく費用がかかり、以前は盛大に行っていたが今は県大会も、全国大会も熱が冷めてしまったようだ。ひょうたんなど地域独自のものを各地区公民館で考え、地域全体に広めるということもいいのではと考えます。
　委員長：来年度計画を立てるときに今の話を参考にしてもらえばと思います。
委員：地域をあげてみんなが参加できるものを検討していただきたい。羽黒公民館の建物の将来についてお聞きしたい。
主幹：現在庁舎の建替を検討しています。羽黒公民館は解体し、跡地に庁舎を建てる計画です
が、はっきりとしたことは現時点では決まっておりません。
委員：人が集まる行事、集まらない行事差があると思うし、取捨選択し特徴ある行事を行って
もらいたい。手向公民館には子どもが大勢遊びに行くが他の公民館はどうか。開放しているの
か。
泉公主事：体育室等特に解放はしていない。
委員：子どもたちのために解放してもらえればと思う。
委員：中学1年生が運動会にボランティアとして参加しており、地域の方から指導やほめても

らったりしています。喜んで参加し働いていると思いますのでこれからもよろしくお願いしま
す。
委員：サークルの活動等も活発に行われているようですし、それぞれの公民館で魅力ある事業
が行われていると思います。

委員：集落ごとにプランターに植えた花や農地・水で植えている花を競い合うというのもいい
と思います。四小地区で羽黒山登山と花祭りを見るという企画があってとてもいいと思う。他
の地域のお祭を見る機会は少なく、他の地域を知ることもできとてもいいと思った。
委員：泉公編み物教室が4回となっているが全て参加できなくても大丈夫か。
泉公主事：初心者の方は4回来て作品を仕上げるが、慣れた人だと２回くらいで完成する人も
いますので、ぜひ参加していただきたい。

委員長：それでは各公民館の25年度計画について承認の方拍手をお願いします。

委員：全員拍手で承認。
６．その他

「羽黒地域のコミュニティ組織設立と地区公民館の地域活移動センター（仮称）移行について」説明　主幹
委員長：この運営審議会の組織、条例も変わるのか。
主幹：地域活動センターに移行すると公民館設置条例からはなくなり、地域活動センターを新
たに設置するということになりますが、現時点でははっきりと定まってはいない状況です。
委員：あまり難しく考えることはないと思います。社会教育、生涯学習部門から市民部のコミ
ュニティ推進課に管轄が代わり、旧市の同様の組織に合わせるということで、私は作ったほう
がいいと思う。羽黒公民館をどうするか。4つの公民館の移行については運営審議会で一定の
方向性を出す必要もあると思う。また、社会教育、生涯学習機能に防災、福祉、地域づくりを
加える視点も考えなければならない。来年度の公民館の計画を作る際にそれらを加えることを
考慮したほうがいいと思う。
手向公民館長：従来の公民館は生涯学習を行うだけでなく、地域のよりどころ、やすらぎの拠
点施設という面もある。活動センター、ハード面だけでなく心のよりどころ的なソフト面も加
味してセンター化を考えてほしい。少子高齢化、人口減少、ライフスイルの変化等により従来
の公民館では住民ニーズに応えられないという状況で、積極的ではないが消極的な賛成をした
いと思います。また、羽黒地域の70集落の内50世帯以下が85％以上ということで、近隣地
域にもないことから、行政主導で集落の統廃合も考えて行く時期ではないかということを提案
します。鶴岡地域のコミセンの委託料が1000万近く出ているがそのくらいは出るのか。藤島
の状況も含めこれからの進め方等を教えていただきたい。公民館長をしているが役割の構想が
あれば教えていただきたい。
主幹：藤島ですが春先に聞いたところですと、秋頃に正式に受け皿組織を立ち上げるという計
画を聞いております。27年の4月から活動センターに移行しますと、現在の公民館長、職員
はなくなりますが、現在行っている生涯学習事業は引き続き行っていくことになりますので、
それを担う職員は必要になります。準備もありますので来年の夏頃に広域組織を立ち上げ、職
員の採用等についてもその組織の中で検討していくということになると思います。
委員長：各公民館長さんいかがでしょうか。

四小公民館長：地域で説明会もありましたが、準備委員会が立ち上がってからその中で検討し
ていきたいと思います。

委員：今の区長は2年任期が多いのでその方をあてにして組織を作るのは不安がある。公募や
推薦という選考の仕方も考慮し、区長は集落の代表という位置付けがいいと思います。
委員：四小地区は6集落しかないし、戸数も５０戸以下です。防災や福祉、除雪など広域組織
で取り組んでもらい、広域組織に頼めば行ってくれるようになり、地域の拠り所となればいい
と思う。最初からうまくはいかないと思うが、組織図を参考にして区長さん等から役員になっ
てもらえばいいと思う。
委員長：昨年取り組んだ除雪パートナーズ事業は公民館ではできないため、除雪機の設置は公
民館にお願いしたが、受付等は福祉センターを通して行っている。これからは活動センターが
地域の総合的なサービス拠点となっていく方向と思う。
主幹：現在除雪パートナーズ事業は4地区とも区長会が行っています。区長会は3地区で、四
小地区は振興会ですが四小地区にも区長会を立ち上げていただき、広域組織と区長会で話し合
いをして、除雪パートナーズ事業や敬老会を広域組織で行うということは想定できます。生涯
学習事業だけでなく、社会福祉協議会と共催で高齢者の会食交流会等も行っておりますが、委
託料と補助金の額が決まっていますので、どこまでできるかはこれから検討していくことにな
ると考えています。
委員：事務局長と事務員となっているが2人常勤と考えていいのか。

主幹：鶴岡地域では様々な形態があり、事務局長さんが常勤だったり、非常勤だったりしてい
ます。要員費が2人分の場合でも2人常勤で雇用しなければならないということではなく、1
人は常勤1人はパートということも考えられます。

委員長：今の公民館職員は鶴岡市の嘱託職員だが、これからは指定管理者が雇用することにな
るが、労務管理などは事務局長さんが行うことになるのか。

主幹：最初は大変だと思いますが、鶴岡地域では雇用や労務管理に関しては自治会、自治振興会で行っているようです。事務局長さんは事務局の要ですので、ある程度は事務に堪能な人が望ましいと考えています。

委員長：他に何かありませんか。まだ具体的には決まっておらず、これから各準備委員会で進
めていくことになると思います。それでは第一回地域公民館運営審議会議長の座を降ります。
７．閉　会　主任
